
【
参
照
】

兒
童
輻
祉
法
第
六
〇
條
第
一
項

兒
童
輻
祉
法
第
六
〇
條
第
三
項
の
合
憲
性

兒
童
輻
祉
法
違
反
被
告
事
件

最
高
裁
判
所
昭
和
二
九
年
（
あ
）
第
一
五
三
九
琥

九
琥
―
―
―
―
―
―
―
―
頁
）

【
判
示
事
項
】

【
判
決
要
旨
】

兒
童
輻
祉
法
第
六
〇
條
第
三
項
に
よ
り
故
意
犯
と
過
失
犯
と
に
同
様
の
法
定
刑
を
科
す
る
こ
と
は
憲
法
第
一
―
條
に
違
反
し
な
い
。

憲
法
第
一
―
條

同
一
―
―
―
年
九
月
―
一
日
第
三
小
法
廷
判
決
ー
ー
＇
棄
却
（
最
高
裁
判
所
判
例
集
第
十
巻
第

第
三
項

【

事

賓

】

被

告

人

A
は
、
昭
和
二
十
七
年
八
月
二
十
五
日
頃
よ
り
昭
和
二
十
八
年
二
月
十
五
日
頃
ま
で
の
間
、

雇
入
れ
、
不
特
定
多
数
の
外
闘
人
遊
興
客
を
相
手
に
淫
行
さ
せ
た
。

こ
の
行
為
に
針
し
て
第
一
審
判
決
（
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
十
九
日
横
濱
家
庭
裁
判
所
）
は
、
被
告
人
の
判
示
行
鴛
は
兒
童
揺
祉
法
第
三
十
四
條
第
一
項

第
六
猿
及
び
第
六
十
條
第
一
項
に
該
嘗
す
る
も
の
と
し
て
、
被
告
人
を
徴
役
二
月
に
慮
し
た
。
被
告
人
謡
護
人
は
、
本
件
犯
行
は
「
過
失
犯
」
と
し
て
慮
罰

せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
判
決
は
、
こ
の
監
に
つ
き
、
そ
の
判
文
上
本
件
が
故
意
犯
な
り
や
過
失
犯
な
り
や
に
つ
き
明
確
を
鉄
く
が
概
ね

公
共
の
輻
祉
と
兒
童
の
一
輻
祉

堀

十
八
歳
未
満
の
兒
童
で
あ
る

B
子
を

堅
六
八

士
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公
共
の
揺
祉
と
兒
童
の
謳
趾

六
九

故
意
犯
と
し
て
慮
断
し
た
も
の
と
判
文
記
載
上
推
測
さ
れ
る
他
一
貼
を
不
服
と
し
て
控
訴
し
た
。

第
二
審
判
決
（
昭
和
二
十
九
年
三
月
十
六
日
東
京
高
等
裁
判
所
第
五
刑
事
部
）
は
、
「
な
る
仕
ど
原
判
決
畢
示
の
證
檬
に
よ
っ
て
は
被
告
人
が
原
判
示

B

子
を
同
女
が
満
十
八
歳
未
満
の
兒
童
で
あ
る
事
を
知
つ
て
い
た
と
い
う
事
跡
は
う
か
が
わ
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
兒
童
の
年
齢
を
知
ら
な
い
か
ら
と
て
兒

童
謳
趾
法
第
六
十
條
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
慮
罰
を
免
か
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
は
同
條
第
三
項
に
明
記
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
た
だ
知
ら

な
い
こ
と
に
つ
い
て
過
失
の
な
い
場
合
に
の
み
こ
れ
が
慮
罰
を
免
か
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
然
る
に
原
審
に
お
い
て
取
り
調
べ
た
證
撼
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
如

＜
被
告
人
と
原
判
示

B
子
と
は
従
来
一
面
識
も
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
同
女
を
被
告
人
方
に
世
話
し
た

C
も
亦
偶
々
乗
車
中
B
子
と
話
し
合
っ
た
程
度
の
知

り
合
闊
係
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
婦
女
を
雇
い
入
れ
る
に
あ
た
つ
て
は
す
く
な
く
と
も
戸
籍
等
に
つ
い
て
そ
の
年
齢
を
確
め
る
等
正
確
な
調

査
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
嘗
然
で
あ
り
、
箪
に

B
子
及
び
前
記

C
な
ど
か
ら
B
子
が
満
十
八
歳
で
あ
る
と
告
げ
ら
れ
る
や
軽
卒
に
も
こ
れ
を
信
用
し

て
B
を
雇
い
入
れ
淫
行
を
さ
せ
る
が
如
き
は
ど
う
考
え
て
も
被
告
人
に
過
失
な
し
と
は
い
え
な
い
か
ら
被
告
人
が
慮
罰
を
免
か
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と

は
嘗
然
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
論
旨
は
理
由
が
な
い
。
」
．
と
し
て
控
訴
を
棄
却
し
た
。
被
告
人
辮
護
人
は
「
原
判
決
に
は
憲
法
違
反
が
あ
り
破
棄
さ
る
べ
き
で
あ

る
。
先
ず
憲
法
第
三
十
一
條
に
は
何
人
も
法
律
の
定
め
る
手
績
に
よ
ら
な
け
れ
ば
そ
の
生
命
若
く
は
自
由
を
奪
わ
れ
又
は
そ
の
他
の
刑
罰
を
科
せ
ら
れ
な
い

と
あ
り
、
刑
罰
を
科
せ
ら
れ
る
に
は
手
績
に
付
き
、
適
法
に
定
め
ら
れ
た
法
律
に
よ
り
且
つ
適
法
に
定
め
ら
れ
た
慮
罰
法
規
に
よ
っ
て
始
め
て
適
法
な
刑
罰

が
科
せ
ら
れ
る
の
で
圃
會
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
法
規
と
雖
も
そ
れ
が
賓
質
的
に
違
法
な
内
容
を
包
含
し
憲
法
第
八
十
一
條
に
照
し
、
そ
の
法
令
が
違
憲
な

り
と
さ
れ
る
場
合
は
之
を
適
用
し
て
虞
罰
し
た
判
決
は
憲
法
違
反
と
し
て
破
棄
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
件
に
於
て
被
告
人
の
所
為
は
兒
童
輻
祉
法
第

―
―
―
十
四
條
第
一
項
第
六
琥
、
第
六
十
條
第
一
項
に
該
嘗
す
る
も
の
と
し
て
懲
役
戴
月
に
慮
せ
ら
れ
た
が
其
の
兒
童
輻
祉
法
第
六
十
條
の
虞
罰
規
定
は
刑
法
の

大
原
則
に
反
し
故
意
犯
と
過
失
犯
と
を
同
債
値
の
法
定
刑
を
以
て
慮
罰
す
る
と
い
う
暴
畢
を
敢
て
し
て
居
り
他
に
類
を
見
ざ
る
の
み
な
ら
ず
刑
罰
法
規
の
大

原
則
に
違
反
し
、
憲
法
違
反
と
し
て
右
規
定
の
改
際
を
宜
言
せ
ら
れ
ん
事
を
敢
て
求
め
る
。
郎
ち
同
條
第
一
項
は
同
法
第
三
十
四
條
第
一
項
第
六
琥
の
規
定

に
違
反
し
た
者
は
こ
れ
を
十
年
以
下
の
懲
役
又
は
二
千
圃
以
上
三
萬
圏
以
下
の
罰
金
に
虞
す
る
と
規
定
し
、
同
條
第
三
項
に
お
い
て
兒
童
を
使
用
す
る
も
の

は
兒
童
の
年
齢
を
知
ら
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
慮
罰
を
免
か
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
但
し
過
失
の
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
と
規
定
し
た
。
兒
童
の
年
齢
不
知
の
事
賓
に
つ
き
無
過
失
の
場
合
は
慮
罰
し
な
い
が
然
ら
ざ
る
限
り
故
意
と
過
失
と
を
問
わ
ず
等
し
く
懲
役
十
年
以

下
又
は
罰
金
二
千
圏
以
上
三
萬
園
以
下
に
慮
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
兒
童
を
保
誰
せ
ん
と
す
る
こ
と
の
急
な
る
あ
ま
り
、
之
を
雇
う
者
の
過
失
も
看
過
せ

ず
厳
罰
に
慮
す
る
と
威
嚇
し
、
其
の
注
意
を
喚
起
し
豫
防
的
奴
果
を
あ
げ
ん
と
す
る
意
圏
は
之
を
容
れ
る
に
吝
で
は
な
い
が
兒
童
を
兒
童
と
知
り
つ
つ
、
郎

ち
十
八
歳
未
満
の
少
年
な
り
と
認
識
し
な
が
ら
、
之
に
淫
行
を
な
さ
し
め
た
者
と
兒
童
を
兒
童
と
知
ら
ず
、
即
ち
十
八
歳
未
満
の
少
年
な
り
と
の
事
賓
を
知
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（口）
あ
る
。

公
共
の
輻
祉
と
兒
童
の
謳
祉

【
判
決
理
由
】

故
意
犯
ー
ー
過
失
犯
ー
ー
無
過
失
犯
。

「
民
法
」
に
於
い

ら
ず
否
進
ん
で
十
八
歳
以
上
の
少
年
な
り
と
認
識
し
て
、
之
に
淫
行
を
な
さ
し
め
た
者
と
を
一
律
に
同
一
の
法
定
刑
を
も
つ
て
臨
む
こ
と
は
之
を
制
定
し
た

國
家
の
専
意
で
あ
り
恣
意
で
あ
っ
て
や
が
て
は
國
民
の
基
本
的
人
櫃
を
侵
害
す
る
も
の
で
憲
法
第
十
一
條
に
も
違
反
す
る
刑
罰
規
定
で
あ
り
、
速
に
憲
法
第

八
十
一
條
に
照
し
本
判
決
を
契
機
と
し
其
の
無
炊
を
宣
言
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
希
う
次
第
で
あ
り
、
か
か
る
違
反
の
法
令
を
適
用
し
て
慮
断
し
た
原
判
決
は
破

棄
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
」
他
一
＿
一
貼
を
畢
げ
て
上
告
し
た
の
で
あ
る
。

兒
童
輻
祉
法
六
〇
條
三
項
の
規
定
に
従
え
ば
、
同
法
一
＿
＿
四
條
一
項
六
琥
違
反
の
罪
に
つ
き
、
兒
童
を
使
用
す
る
者
は
兒
童
の
年
齢
を
過
失
に
よ
っ
て
知
ら

な
か
っ
た
場
合
で
も
、
こ
れ
を
知
つ
て
い
た
場
合
と
同
様
の
法
定
刑
を
科
せ
ら
れ
る
。
論
旨
は
こ
れ
を
以
て
基
本
的
人
櫂
の
侵
害
で
あ
り
、
憲
法
―
一
條
に

違
反
す
る
規
定
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
兒
童
に
淫
行
を
さ
せ
る
犯
罪
の
寅
欣
か
ら
観
れ
ば
、
右
の
よ
う
に
過
失
犯
を
故
意
犯
同
様
に
虞
罰
す
る
こ
と

は
、
兒
童
輻
祉
の
保
障
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
公
共
の
輻
祉
の
た
め
必
要
な
場
合
に
、
故
意
犯
と
過
失
犯
と
に

同
様
の
法
定
刑
を
科
す
る
こ
と
と
し
て
も
、
憲
法
違
反
と
な
ら
な
い
こ
と
は
、
嘗
裁
判
所
の
判
例
（
昭
和
二
三
年
（
れ
）
第
七
四
一
＿
一
琥
同
年
―
二
月
二
七
日

大
法
廷
判
決
、
刑
集
二
巻
一
四
琥
一
七
一
頁
）
の
趣
旨
に
徴
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
論
旨
は
理
由
が
な
い
。

第
一
審
判
決
が
、
本
件
を
「
故
意
犯
」
と
し
て
虞
罰
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
適
用
法
條
に
へ
兒
童
輻
祉
法
第
六
十
條
第
一
項
の

み
が
掲
げ
ら
れ
て
い
て
、
同
條
第
三
項
（
兒
童
を
使
用
す
る
者
は
、
兒
童
の
年
齢
を
知
ら
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
前
二
項
の
規
定
に

よ
る
虞
罰
を
免
か
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
過
失
の
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
）
が
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
朋
ら
か
で

そ
こ
で
次
に
、
故
意
犯
と
過
失
犯
と
に
同
一
の
法
定
刑
を
以
て
臨
む
こ
と
の
可
否
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

判
旨
に
は
賛
成
し
難
い
。

）
 一

（
 

9

,

 イ
9

9

 【
研
究
】

七
〇
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公
共
の
輻
祉
と
兒
童
の
一
鵬
祉

更
に
重
い
刑
を
法
定
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

祉
の
保
障
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
と
認
め
ら
れ
る
。
」

急
な
る
あ
ま
り
、
之
を
雇
う
者
の
過
失
も
看
過
せ
ず
厳
罰
に
虞
す
る
と
威
嚇
し
、
其
の
注
意
を
喚
起
し
豫
防
的
放
果
を
あ
げ
ん
と
す
る
意

薗
は
之
を
容
れ
る
に
吝
で
は
な
い
が
」
（
辮
護
人
上
告
趣
意
よ
り
引
用
）
と
い
う
よ
う
な
事
朕
は
、
故
意
犯
の
法
定
刑
を
、
更
に
重
く
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
樹
虞
し
得
る
筈
で
あ
る
。
郎
ち
現
行
の
法
定
刑
を
過
失
犯
の
み
に
適
用
す
る
も
の
と
し
、
新
に
、
故
意
犯
に
適
用
す
べ
き

（二） じヽ｝

故
意
責
任
と
同
債
値
に
取
扱
わ
れ
、

七

（
判
決
要
旨
よ
り
引
用
）
或
は
、
「
兒
童
を
保
護
せ
ん
と
す
る
こ
と
の

（
民
法
第
七
百
九

條
）
、
「
刑
法
」
に
あ
っ
て
は
、
過
失
責
任
は
故
意
責
任
よ
り
も
造
か
に
軽
微
な
債
値
の
も
の
と
せ
ら
れ
、
法
律
に
特
別
の
規
定
あ
る
少
敷

の
例
外
的
場
合
（
刑
法
第
百
十
六
條
、
第
百
十
七
條
、
第
百
二
十
二
條
、
第
百
二
十
九
條
、
第
二
百
九
條
、
第
二
百
十
條
、
第
二
百
十
一
條
）
に
限
り
刑

事
責
任
を
負
う
も
の
と
し
て
い
る
（
刑
法
第
一
二
十
八
條
第
一
項
）
。
過
失
に
は
、
行
為
者
が
そ
れ
を
認
識
し
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
う
い
う
法
規

違
反
の
行
為
に
は
出
で
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
判
断
す
ぺ
き
事
情
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

「
無
過
失
責
任
」
は
、
民
法
に
於
い
て
ご
く
最
近
容
認
せ
ら
れ
始
め
た
原
則
で
あ
る
が
、
刑
法
に
於
い
て
は
、
現
在
、
無
過
失
は
、

決
し
て
責
任
條
件
の
一
種
で
は
あ
り
得
な
い
。
責
任
條
件
は
、
故
意
と
過
失
の
み
で
あ
る
と
云
う
の
が
刑
法
、

書
が
「
過
失
の
な
い
場
合
」
は
、
免
責
す
る
と
規
定
し
て
い
る
為
に
、

て
は
、
過
失
責
任
は
、

ひ
い
て
は
、
刑
事
法
一
般

の
大
原
則
で
あ
る
。
従
っ
て
前
掲
、
兒
童
輻
祉
法
第
六
十
條
第
三
項
但
書
「
但
し
、
過
失
の
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」
と
云
う

記
述
は
、
営
然
「
無
用
」
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
か
え
つ
て
「
有
害
」
な
も
の
で
あ
る
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
こ
の
但

そ
れ
よ
り
も
重
い
「
過
失
の
あ
る
場
合
」
、

意
犯
と
同
一
刑
を
以
て
虞
罰
さ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
の
だ
と
、
人
々
に
思
わ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

柳
ち
過
失
犯
は
、
故

「
し
か
し
兒
童
に
淫
行
を
さ
せ
る
犯
罪
の
賞
朕
か
ら
観
れ
ば
右
の
よ
う
に
過
失
犯
を
故
意
犯
同
様
に
虞
罰
す
る
こ
と
は
、
兒
童
揺

何
れ
も
損
害
賠
償
義
務
を
生
ず
る
の
を
原
則
と
す
る
が
、
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公
共
の
謳
趾
と
兒
童
の
謳
祉

『
兒
童
に
淫
行
さ
せ
た
と
云
う
行
為
が
憎
む
べ
き
こ
と
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
故
意
で
あ
ろ
う
と
、
過
失
で
あ
ろ
う
と
、
そ
ん
な
こ

と
は
問
題
と
す
る
に
足
り
な
い
。
』
と
云
う
現
行
法
の
態
度
は
、
基
本
的
人
植
を
損
偏
す
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
、
憲
法
第
一
三
條
（
す
べ

て
國
民
は
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
。
生
命
、
自
由
及
び
幸
輻
追
求
に
劉
す
る
國
民
の
櫂
利
に
つ
い
て
は
、
公
共
の
顧
祉
に
反
し
な
い

限
り
、
立
法
そ
の
他
の
國
政
の
上
で
、
最
大
の
尊
重
を
必
要
と
す
る
。
）
に
封
す
る
違
反
で
あ
る
と
考
え
る
。

二
「
兒
童
の
輻
祉
」
と
「
公
共
の
瓢
祉
」
と
は
同
一
物
で
は
な
い
。
、
判
決
理
由
は
、
「
し
か
し
兒
童
に
淫
行
を
さ
せ
る
犯
罪
の
賓
朕

か
ら
観
れ
ば
、
右
の
よ
う
に
過
失
犯
を
故
意
犯
同
様
に
虞
罰
す
る
こ
と
は
、
兒
童
揺
祉
の
保
障
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
と
認

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

め
る
。
こ
の
よ
う
に
公
共
の
輻
祉
の
た
め
必
要
な
場
合
に
、
故
意
犯
と
過
失
犯
と
に
同
様
の
法
定
刑
を
科
す
る
こ
と
と
し
て
も
、
憲
法
違

反
と
な
ら
な
い
こ
と
は
、
営
裁
判
所
の
判
例
（
昭
和
二
三
年
（
れ
）
第
七
四
一
＿
一
琥
同
年
―
二
月
二
七
日
大
法
廷
判
決
、
刑
集
二
巻
一
四
琥
一
七
一
頁
）

の
趣
旨
に
微
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
判
例
は
、
「
有
毒
飲
食
物
等
取
締
令
違
反
被
告
事
件
」
、
判
決
要
旨
は
、

「
一
、
有
毒
飲
食
物
等
取
締
令
第
四
條
は
、
憲
法
第
一
三
條
に
違
反
し
な
い
。
二
、
有
毒
飲
食
物
等
取
締
令
第
四
條
は
、
過
失
犯
に
到
し
て

は
罰
金
刑
の
み
を
科
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
趣
旨
で
は
な
い
。
」
と
い
う
の
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
判
決
理
由
は
、
わ
が
園
に
お
い
て
は
戦

時
中
か
ら
で
も
あ
っ
た
が
終
戦
後
特
に
目
立
つ
て
一
般
に
メ
チ
ー
ル
ア
ル
コ
ー
ル
そ
の
他
有
毒
物
を
含
む
酒
類
を
飲
用
す
る
弊
風
が
盛
に

な
っ
て
来
て
、
失
明
者
や
死
亡
者
が
績
出
す
る
に
至
っ
た
事
、
従
っ
て
一
日
も
早
く
こ
の
よ
う
な
飲
食
物
を
厳
重
に
取
締
る
特
別
の
法
令

を
制
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
祉
會
朕
勢
に
置
か
れ
て
い
た
。
そ
こ
へ
連
合
國
占
領
軍
結
司
令
部
は
一
九
四
五
年
十
二
月
十
八
日
附
有
毒

飲
料
の
取
締
り
に
開
す
る
覺
書
を
日
本
政
府
に
交
付
し
て
メ
チ
ー
ル
ア
ル
コ
ー
ル
其
の
他
毒
物
を
混
入
せ
る
食
料
及
び
飲
料
の
販
賣
、
製

造
、
所
有
は
二
千
園
以
上
一
萬
圃
以
下
の
罰
金
叉
は
三
年
以
上
十
五
年
以
下
の
微
役
に
科
せ
ら
れ
る
べ
き
事
を
規
定
す
る
適
切
な
法
令
の

制
定
を
指
令
し
更
に
こ
の
指
令
に
基
く
法
令
及
び
酒
精
飲
料
「
メ
チ
ー
ル
ア
ル
コ
ー
ル
」
及
び
其
の
他
の
毒
物
の
取
引
並
び
に
製
造
阪
賣

七
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放
の
も
の
だ
と
は
い
え
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

七

の
取
締
り
に
闘
す
る
一
切
の
現
行
日
本
法
令
を
厳
格
に
施
行
す
べ
き
旨
を
指
令
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
日
本
政
府
は
昭
和
二
十
年
勅
令

第
五
四
二
琥
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
ノ
受
諾
二
伴
ヒ
稜
ス
ル
命
令
二
開
ス
ル
件
」
に
基
き
同
二
十
一
年
勅
令
第
五
一
ー
一
琥
有
毒
飲
食
物
等
取
締
令

を
制
定
公
布
し
同
年
一
月
―
―

1
0日
か
ら
施
行
し
た
の
で
あ
る
。
つ
い
で
故
意
犯
た
る
と
過
失
犯
た
る
と
を
問
わ
ず
法
定
刑
の
範
園
内
で
虞

断
す
る
規
定
を
追
加
制
定
す
べ
き
旨
昭
和
ニ
―
年
五
月
二
八
日
穂
司
令
部
か
ら
指
令
が
あ
っ
た
の
で
日
本
政
府
は
同
年
六
月
一
八
日
同
令

改
正
に
嘗
つ
て
第
四
條
第
一
項
末
尾
に
「
過
失
二
因
リ
同
條
ノ
規
定
二
違
反
ッ
ク
ル
者
亦
同
ジ
」
と
追
加
し
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
所
論

の
有
毒
飲
食
物
等
取
締
令
に
於
い
て
は
昭
和
ニ
―
年
六
月
一
八
日
改
正
の
際
過
失
に
よ
る
行
為
を
も
虞
断
す
る
と
規
定
し
な
が
ら
過
失
犯

に
到
す
る
刑
罰
に
つ
き
第
四
條
の
改
正
を
遺
税
し
た
旨
の
主
張
は
同
條
改
正
の
趣
旨
を
正
解
せ
ざ
る
に
い
で
た
も
の
で
あ
る
と
云
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、

か
よ
う
な
危
険
な
飲
食
物
を
徹
底
的
に
取
締
る
と
い
う
事
に
重
貼
を
置
く
以
上
は
、
所
論
の
よ
う

に
、
過
失
に
よ
る
犯
行
を
故
意
に
よ
る
も
の
か
ら
謳
別
し
て
こ
れ
に
到
し
て
は
唯
罰
金
刑
を
科
し
得
る
に
止
ま
る
規
定
を
定
む
べ
き
だ
と

す
る
主
張
は
そ
れ
を
容
認
す
る
事
が
出
来
な
い
。
辮
蔑
人
は
過
失
に
よ
る
犯
行
に
も
骰
刑
を
科
し
得
る
と
す
る
本
令
第
四
條
の
規
定
は
憲

法
第
一
＿
―
-
條
に
違
反
す
る
と
云
う
け
れ
ど
も
、
個
人
の
生
命
、
自
由
、
櫂
利
も
社
會
生
活
の
正
し
い
秩
序
共
同
の
幸
瓢
が
保
持
さ
れ
な
い

限
り
所
詮
そ
れ
は
砂
上
の
棲
閣
に
終
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
憲
法
第
一
三
條
に
は
「
公
共
の
輻
祉
に
反
し
な
い
限
り
」
と
の
大

き
な
枠
を
つ
け
て
あ
り
叉
他
方
に
於
い
て
第
一
＝
一
條
は
社
會
秩
序
保
持
の
た
め
必
要
と
さ
れ
る
國
家
の
正
嘗
な
刑
罰
植
の
行
使
を
是
認
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
本
件
取
締
令
第
一
條
に
違
反
す
る
行
為
が
故
意
に
よ
る
と
過
失
に
よ
る
と
に
よ
り
そ
の
法
定
刑
に
固
別
を
設

け
な
い
事
が
有
毒
飲
食
物
か
ら
公
衆
の
健
康
を
維
持
し
生
命
を
保
全
す
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
公
共
の
揺
祉
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
事
は
前

段
脱
明
で
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
本
件
取
締
令
第
四
條
が
こ
の
賑
別
を
定
め
て
い
な
い
か
ら
と
い
つ
て
、
憲
法
第
一
三
條
に
違
反
す
る
無

公
共
の
輻
祉
と
兒
童
の
輻
祉
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輻
祉
」
を
濫
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

公
共
の
福
祉
と
児
童
の
福
祉

「
基
本
的
人
櫂
」
は
、

(Juvenile Welfare)
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
公
共
の
輻
祉
」
に
よ
っ
て
制
限
せ
ら
れ
て
よ
い
、
と
云
う
の
は
、
日
本
國
憲
法
の
立
場
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
こ
と
は
、
如
何
な
る
方
法
に
よ
っ
て
制
限
し
て
も
か
ま
わ
な
い
、
と
云
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
「
故
意
犯
」
と
「
過

失
犯
」
を
蓋
別
す
る
こ
と
な
く
、
同
一
法
定
刑
を
以
て
、
こ
れ
に
臨
む
と
云
う
よ
う
な
制
限
の
仕
方
は
、
憲
法
特
に
そ
の
第
一
三
條
に
違

ま
し
て
本
件
、
兒
童
揺
祉
法
違
反
の
場
合
、
そ
こ
で
は
、
公
共
の
輻
祉
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
「
公
共
の
揺
祉
」

(
P
u
b
l
i
c

Welfare)
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
し
て
、
「
兒
童
の
謳
祉
」

公
共
の
輯
祉
と
は
「
國
民
一
般
」
の
輻
祉
を
意
味
す
る
。
な
る
ほ
ど
兒
童
は
、
園
民
の
一
部
で
あ
る
に
違
い
な
い
が
、
國
民
の
す
べ
て
が

兒
童
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
兒
童
も
ま
た
「
有
毒
飲
食
物
等
取
締
令
違
反
」
の
被
害
者
た
り
得
る
け
れ
ど
も
、
十
八
歳
以
上
の
國
民
は

決
し
て
「
兒
童
揺
祉
法
違
反
」
の
被
害
者
た
り
得
な
い
。
公
共
輻
祉
の
概
念
が
そ
の
よ
う
に
厳
重
に
定
義
．
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
な
ら
ば
、

何
で
も
か
で
も
が
「
公
共
の
揺
祉
」
と
い
う
概
念
の
中
に
投
げ
込
ま
れ
、
包
揖
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
こ
か
ら
ま
た
基
本
的
人
櫂

の
侵
害
が
始
ま
る
危
惧
が
充
分
あ
る
の
で
あ
る
。
國
民
が
「
基
本
的
人
櫂
」
を
濫
用
し
て
は
な
ら
な
い
の
と
同
様
に
、
國
家
は
「
公
共
の

反
す
る
。

（
一
九
五
八
、
八
、
二

0
)

七
四
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